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Ｇ７サミットで毎年似た議題が出るわけ 

Ｇ７（主要７カ国首脳会議）サミットが今日

から伊勢志摩で始まりました。Ｇ７はＧ８で

あったりもしたのですが、テロリズム、北朝鮮、

今ですとウクライナ、中東、サイバー、法の下

の支配、経済開発、デフレーション、疾病、と

同じような議論を毎年毎年やっている。2013年

のコミュニケと 2007 年のコミュニケの違いが

分かりにくいほど、似たようなことを毎年やっ

ています。これはなぜだかお分かりでしょうか。 

実は私も外務省にいながらサミットを担当

するまでは意味がよく分からなかったのです。

サミットを担当したのは外務審議官の時、これ

は北米局長のあとですが、小泉純一郎首相のサ

ミット担当補佐官、シェルパをして「ああ、こ

ういうことなのか」と分かったのです。 

何かといいますと、シェルパというのは、総

理に１人だけ付いています。各国のシェルパだ

けが集まって、７人か８人で会議をする。４回

くらい会議をして、コミュニケのテーマを詰め

ます。実際の会議の時には、総理の後ろに１人

だけ座り、他の人は一切座りません。これがＧ

20やＡＰＥＣ（アジア太平洋協力機構）との大

きな違いで、ＡＰＥＣやＧ20では、たくさんの

大臣やら補佐官がずらっと首脳の後ろについ

ています。Ｇ７、Ｇ８だけが全く違う。 

毎年サミットでなぜ同じ項目をやるかという

と、これはメディカル・チェック、人間ドック、

車のメンテナンスなのです。話が飛びますが、

20世紀というのは社会主義・計画経済に民主主

義・市場経済が冷戦を経て勝った世紀です。な

ぜ勝ったか、三つ理由があると思います。 

一つは、社会主義に比べて民主主義・市場経

済は人間性の本質に合っていた。人間誰でも言

いたいことは言いたいし、一生懸命働いた人が

儲かるのは当たり前だというのが人間性で

しょう。働いても働かなくとも関係ない、言い

たいことは言っちゃいけないというのは人間

性に合わない。それが一つの理由です。 

もう一つは、社会主義・計画経済は必ず官僚

主義になり、議会やマスコミのチェックがなけ

れば必ず腐敗します。私も官僚でしたが、これ

は外にどう説明できるか、国会で問題になった

時に説明できるかということが、常に頭の中に

ありました。説明できないことはアカウンタビ

リティに問題があるということです。 

三つ目がメンテ、人間ドックです。疾病が起

これば、みんなで疾病対策をやる。途上国が経

済破綻しそうになっていたら債務救済をやる、

というふうにいろんな形でみんなで民主主義

と市場経済の二つのメンテをしてきたから、う

まくいってきました。 

 

市場経済、民主主義にほころびが出てきた 

 ところが、21 世紀に入って、少しおかしく

なってきます。大きなことが六つありました。

そのうち三つは 2011年に起きています。 

一つはアラブの民主化が進み、「アラブの春」

ともてはやされましたがいくつかの国がガタ

ガタになった。そして移民、難民とテロが横行


